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市
の
無
形
民
俗
文
化
財
「
金
津
祭
」
が
、

７
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
津
祭
中
日
祭
で
は
、
金
津
神
社
の
神み

輿こ
し

や
３
基
の
人
形
山
車
な
ど
が
、
旧
金
津
町

内
の
18
地
区
を
巡
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
制
作
さ
れ
た
本
陣
飾
り
物
の
前
で
曲

太
鼓
や
子
ど
も
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
暑
い
中
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
の
演
奏
や

元
気
で
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
踊

り
を
見
る
た
め
に
、
各
地
区
に
は
大
勢
の

見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

前
日
祭

　
金
津
神
社
境
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

市
内
で
活
動
す
る
太
鼓
や
祭
ま
つ
り

囃ば
や
子し

の
団
体

が
次
々
と
演
奏
を
披
露
。
に
ぎ
や
か
に
金

津
祭
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

中
日
祭

　
今
年
は
、
稲
荷
山
区
が
担
当
す
る
神
社

神
輿
と
水
口
区
の
「
真
田
幸
村
」、
脇
出
区

の
「
結
城
秀
康
」、
榛
ノ
木
原
区
の
「
直
江

兼
続
」
の
３
基
の
人
形
山
車
や
太
鼓
、
子

ど
も
踊
り
が
巡
行
し
ま
し
た
。

後
日
祭

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
武
者
行
列
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
古
区
ゆ
か
り
の
武

将
溝み
ぞ
江え

大お
お
炊い
の
助す
け
長な
が
氏う
じ
と
姫
君
に
扮
し
た
３

人
が
輿こ
し
に
乗
っ
て
出
陣
。手
作
り
の
段
ボ
ー

ル
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
を

は
じ
め
と
す
る
武
者
と
と
も
に
、
市
街
地

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

金
津
本
陣
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
、
金
津

雲
雀
ヶ
丘
寮
、
セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ

ら
、
新
富
・
天
王
・
新
・
六
日
・

水
口・古
区
の
本
陣（
常
設
展
示
場
）

で
作
品
の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

未来へ羽ばたけ 荒鷲
漆器類天王

あわら市 花札（菖蒲・梅・白鷺）
漆器、箸、たわし、しゃもじ、

スプーン、ストロー他
中央

親子鷹
樹脂製スプーン、ナイフ、靴べら他新

本陣飾り物コンクール
　本陣飾り物の歴史は江戸時代までさかのぼり、参勤交代で本陣に泊まる殿
様や役人の労をねぎらうため、商人たちが各家庭から持ち寄った日用品で飾
り物を制作したことが始まりといわれています。
　コンクールは昭和 35 年に始まり、金津地区の 18 地区が毎年テーマを考
え制作し、出来栄えを競います。

あこがれ！みんなのゆめ
いろいろな廃材

園児たちも参加！力作です！

金津

こども園

上八日
狂言 金津地蔵

金封他
孔雀

竹ぼうき、和ぼうき、扇子 古
竜神

CD、金たわし、ホース、鎌、
洗濯ばさみ、シャベル

六日
北陸新幹線

食器（陶器、磁器） 八日
天皇御退位 二重橋

漆器類十日
リサイクル 八岐ノ大蛇

廃材の段ボール、プラスチック段ボール、
エアーダクト

稲荷山
富樫 稲荷山 狛狐
新聞紙、一合ます坂ノ下 あぁ、いい湯だな。

新聞紙、布、すだれ

下八日酉年に幸せを呼ぶ 尾長鶏
プラスチックスプーン・ナイフなど

東
いざ出航 希望を載せた希多舞船

漆器類旭

あさひの尾長鳥
巻きす、竹ぼうき、フォーク、

塗り箸他新富

ちはやふる 竹田川堤防に
佇む「あらた」

百人一首、漆器、竹ざる、箸、眼鏡

春日
戦艦春日

割り箸脇出
新幹線 芦原温泉駅

発泡ブロック、カーペット

水口

大阪城の出城 真田丸
木製雑貨、おしぼり置き、縄、

くし、陶器他

金
津
が
ア
ツ
く
な
る
三
日
間　

 

金
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金
津
が
ア
ツ
く
な
る
三
日
間 　

金
津
祭

榛ノ木原

23


